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最大にて最薄を実現したイタリア発大判セラミックパネル
土味を生かしたハンドメイドタイルや伝統的な釉を施したやきものらしいタイルが見直される一方、

欧州では従来にはないスケールのタイルが開発されインテリア・建築市場で注目を集めています。

ラミナムは1,000×3,000という破格のサイズでありながら厚み3mmという極薄設計により、

海外では内装のみならず、外装材、床材としての使用場面も拡大しています。

ラミナムは更なる進化を続けており、これからも新たなセラミックの可能性と価値を届けます。

 ―世界の最先端セラミック事情―

LAMINAM施工前

詳しくは専用カタログにて

LAMINAM施工後

OXIDE

海外施工例

ANDY

〈業界初の3m×1m〉
1

超大形サイズながら抜群の精度と軽量化により、
シームレスな壁面を演出します。

超大形

〈3mm厚 8.2kg/m²〉
2

超軽量化の実現により簡便な接着剤張りを実現し、新築時には有効面積を確保し、
改修時には既存躯体や既存仕上げからのふけ代を抑えることが可能です。

極薄・軽量

〈磁器タイルの優れた性能はそのままに〉
3

吸水率0.4%、モース硬度6。低吸水、高硬度のラミナムはこれまでにない
高い耐久性と加工性により、キッチン等の造作にも使用が可能です。

優れた加工・耐久性

〈全16シリーズ・98アイテム〉
4

ラミナムが生み出す繊細な表情は、
わずかな変化をも感じとる日本人の感性をくすぐります。

高い意匠性と豊富なバリエーション

施工例
FLOOR

施工例
INTERIOR

施工例
WALL

▲ ラミナムの優れた製品精度と加工性により、継ぎ目のない一枚のコールテン鋼
を思わせる引き戸の収納BOXを実現しています。

ラミナムの持つスケール感と高い意匠性により、シームレスで贅沢な開放感とラグジュアリー感を演出します。

▶
OXIDEMOROの持つ鈍い光沢感は他素材との相性もよく、照明効果とあいまって

唯一無二の世界観を演出し、訪れる人の心をもてなします。

旭化成ホームズ 成城展示場　INATURALI OSSIDIANA VENA CHARA

杉江画廊　設計・施工：吉忠マネキン 株式会社

杉江画廊　設計・施工：吉忠マネキン 株式会社

京都糸屋ホテル

OXIDE NERO

全15色

全7色 全3色

全9色

OXIDE MORO

Ⅰ NATURALI FILO

4.タイルの新たな可能性
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淡いピンク色の粉引の器から
HINONEドブヅケ（薄紅色）は
誕生しました。

異形状：六角や円形 特殊な形状も！ ご相談ください。

フランス張り：小口サイズを加えることでリズム感が生まれます。

下見板形状：大きさや長さだけでなく、タイル断面をデザインすることで深い陰影感に。

色を選ぶ
1STEP1STEP1

サンディブラウン［OSB］ ローズィブラウン［ORB］ サドルブラウン［ODB］

サンディイエロー［OSY］ フォックスイエロー［OFY］ ミルキーホワイト［OMW］

黒［KB］ 黒焼過［KBH］ イブシ［KS］

焼過［KH］ 赤［KR］カーキベージュ［OKV］

フィートイエロー［OWY］コークスレッド［OCR］ コークスオレンジ［OCO］

［三州産］

形状を選ぶ
2STEP2STEP2

特殊加工を選ぶ
3STEP3STEP3

ストラットテッセラ面

短手スクラッチ面

ヘアライン面ハツリ面

短手筋面

長手スクラッチ面

ハンドメイド

190×190

小口
60×108

2丁掛 60×227

90×90

140×140

3丁掛 90×227

4丁掛 120×227

無垢な土ものの重厚感とやきものの自然な風合いが特長の“ノーブルクラフト”。
色やテクスチャーなどお好みに合わせてフルオーダーできます。

「積層感」これまでの割肌タイルにないランダムな積層感を狙いたい。
（ストラットテッセラ面）

「光と陰」季節や時間帯、角度により
移ろう繊細な表情を。（ヘアライン面）

「素材感」手が触れる場所に豊かな
手仕事感を。（ハンドメイド面）

お気に入りの器、カラーチャート等から色のイメージをお聞かせください。
これまでの膨大な試験ピースからイメージのすりあわせ。

土管を焼いていた古い常滑の塩焼のイメージからHINONE飴色は誕生
しました。

フルオーダー
ダイナワンではパブリックスペースに使用する煉瓦も取り揃えています。

土が持つ独特の暖かみが表現の幅を広げます。

ORDER BRICK

土=色をイメージする
1STEP1STEP1

形状を考える
2STEP2STEP2

テクスチャーを考える
3STEP3STEP3

原料、焼成方法の選定により
オリジナルカラーに仕上げることが可能です。

建物規模や割付に合わせてサイズ感をイメージしてください。
押出し成形品は成形寸法を調整することも可能です。

テーマや、求める効果により、タイル表面の粗さ、
凹凸感を調整することも可能です。

タンブル メントリ 三ツ穴煉瓦
210×100×60mm

並型
210×100×60mm
197×97×60mm
230×115×60mm

半平
210×100×30mm

半マス
100×100×60mm

ヨーカン
210×50×60mm
210×60×60mm

5.オーダー 湿式クラフトタイル
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り
、日
本
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
地
域
で
産
出
し
ま
す
。
こ
れ
に

対
し
て
、焼
い
て
黄
色
に
な
る
粘
土
は
古
い
時
代
の
地
層
に
あ

り
、鉄
が
少
な
く
チ
タ
ン
を
多
く
含
む
の
が
特
徴
で
す
。

C
L
O
S
E
U
P〔
常
滑
・三
州
〕

古
く
は
平
安
時
代
の
壺
つ
く
り
や
室
町
時
代
の
茶
器
に
は
じ
ま
り
、

伝
統
を
尊
重
し
な
が
ら
常
に
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
改
革
と
挑
戦
を
続
け
て
い
る
常
滑
・
三
州
の
や
き
も
の
。

帝
国
ホ
テ
ル
旧
本
館
の
煉
瓦
や
現
代
の
大
形
テ
ラ
コ
ッ
タ
な
ど
、積
む
、張
る
と
い
う
伝
統
的
な
施
工
法
に
、

吊
る
と
い
う
新
た
な
表
現
領
域
を
加
え
、土
も
の
は
更
な
る
進
化
を
遂
げ
、

匠
の
技
術
を
後
世
へ
と
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

窯
の
は
な
し

焼
き
物
の
発
色
に
お
い
て
重
要
な
要
素
と
し
て
、焼
き
方
、温

度
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
同
じ
原
料
を
用
い
て
も
、酸
化
焼
成
、

還
元
焼
成
で
は
発
色
す
る
色
味
や
材
料
が
伝
え
る
雰
囲
気
は

大
き
く
異
な
り
ま
す
。
ま
た
焼
成
温
度
の
高
低
に
よ
っ
て
も
色

味
は
異
な
り
ま
す
。
帝
国
ホ
テ
ル
旧
本
館
に
用
い
ら
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
内
海
粘
土
を
用
い
た
試
験
焼
か
ら
も
わ
か
る
よ

う
に
、酸
化
焼
成
で
は
色
幅
の
少
な
い
表
情
と
な
り
、還
元
焼

成
で
は
、タ
イ
ル
1
枚
の
中
で
も
色
幅
の
あ
る
、焼
け
具
合
と

な
り
ま
す
。
ま
た
焼
成
温
度
に
よ
っ
て
も
焼
け
の
雰
囲
気
は
か

わ
り
、高
温
で
や
か
れ
た
焼
き
物
は
グ
レ
ー
味
を
帯
び
た
硬
質

な
雰
囲
気
と
な
り
、低
温
で
焼
か
れ
た
も
の
は
赤
味
を
帯
び
た

柔
ら
か
な
雰
囲
気
と
な
り
ま
す
。

成
形
の
は
な
し

土
も
の
は
、粘
土
の
最
大
の
特
長
で
あ
る
可
塑
性
を
生
か
す
こ

と
が
可
能
な
た
め
、形
状
、テ
ク
ス
チ
ャ
ー
の
自
由
度
が
高
く
、

長
さ
、大
き
さ
の
変
化
を
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、ク
ラ
フ
ト
成

形
に
よ
る
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
品
を
製
作
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

そ
の
代
表
的
な
例
が
瓦
製
造
に
お
け
る
鬼
瓦
の
成
形
技
術
で
、

三
州
瓦
の
産
地
で
あ
る
碧
南
で
は
現
在
で
も
職
人
の
手
で
、鬼

瓦
の
製
造
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
土
管
、陶
管
等
の
大

形
の
陶
器
製
造
で
有
名
な
常
滑
で
は
、現
在
で
も
テ
ラ
コ
ッ
タ

ル
ー
バ
ー
の
様
な
長
尺
の
焼
き
物
や
、大
型
煉
瓦
が
製
造
さ
れ

る
等
、当
時
の
技
術
が
現
代
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

酸
化
焼
成

窯
の
通
気
を
よ
く
し
、
酸
素
の

供
給
を
多
く
取
り
入
れ
た
状
態

で
焼
成
す
る
方
法
。
落
ち
着
い

た
色
の
バ
ラ
つ
き
で
重
厚
感
あ

る
色
が
楽
し
め
ま
す
。

還
元
焼
成

窯
内
で
の
酸
素
濃
度
を
意
図
的

に
バ
ラ
つ
か
せ
る
こ
と
で
、色
幅

を
表
現
す
る
こ
と
が
で
き
や
き

も
の
と
し
て
、味
わ
い
深
い
表
情

に
仕
上
が
り
ま
す
。

土
の
は
な
し

元
来
、瓦
、煉
瓦
、い
ず
れ
の
焼
き
物
も
、地
産
地
消
の
産
物
で

あ
り
、焼
き
物
に
適
し
た
良
質
な
粘
土
が
あ
る
こ
と
が
産
地
と

な
る
条
件
の一つ
で
し
た
。
こ
れ
は
瓦
、煉
瓦
に
限
ら
ず
タ
イ
ル

に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
明
治
時
代
末
期
か
ら
大
正
時
代
に

か
け
て
現
在
の
外
装
タ
イ
ル
の
前
身
と
な
る
化
粧
煉
瓦
の
製

造
方
法
か
ら
も
紐
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

帝
国
ホ
テ
ル
旧
本
館
の
仕

上
げ
、
構
造
材
と
し
て
使

用
さ
れ
た
化
粧
煉
瓦
が
常

滑
の
窯
で
焼
か
れ
た
こ
と

は
有
名
で
す
が
、こ
こ
で

採
用
さ
れ
た
黄
色
い
ス
ダ

レ
煉
瓦
は
、
呈
色
す
る
た

め
の
顔
料
を
原
料
に
用
い

て
は
い
ま
せ
ん
。
常
滑
か

ら
南
へ
離
れ
た
知
多
半
島

の
南
部
、
南
知
多
で
産
出

さ
れ
る
青
白
い
内
海
粘
土
を
原
料
と
し
た
も
の
で
あ
り
、粘
土

と
窯
条
件
の
変
化
で
黄
色
い
ス
ダ
レ
煉
瓦
、テ
ラ
コ
ッ
タ
は
製

造
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
赤
煉
瓦
の
原
料
と
な
る
赤
土
は
鉄
を

多
く
含
む
土
で
、地
質
年
代
で
の
比
較
的
新
し
い
層
に
多
く
あ

▼

1190℃

1175℃

1100℃

1075℃

1025℃

950℃

内海粘土  酸化焼成

内海粘土の原土

焼成すると黄色を帯びる

碧南産煉瓦
210×85×60mm
粗面仕上げ

土：三河粘土
成形：押出成形
窯：酸化焼成

▲ 帝国ホテル旧本館 スダレ煉瓦▲ 青みを帯びた内海粘土

▲ 大形煉瓦の乾式積み

天
然
原
料
を
土
練
機
に
か
け
て
、含
水
率
が
均

一
に
な
る
よ
う
水
分
を
添
加
し
な
が
ら
十
分

に
練
り
ま
す
。（
タ
イ
ル
製
造
の
場
合
は
、材

料
強
度
を
確
保
す
る
た
め
、シ
ャ
モ
ッ
ト
、長

石
等
が
適
宜
、加
え
ら
れ
ま
す
）

原
料
調
合
、土
練
り

2
粘
土
を
真
空
成
形
機
で
押
出
し
て
成
形
し
、

ピ
ア
ノ
線
で
必
要
な
寸
法
に
切
断
し
ま
す
。

後
の
乾
燥
、焼
成
工
程
で
収
縮
率
を
計
算
し
、

こ
れ
を
見
込
ん
で
形
状
寸
法
を
決
め
ま
す
。

成
形

3
成
形
さ
れ
た
素
地
を
ト
ロ
ッ
コ
と
呼
ば
れ
る

台
車
に
積
み
、含
水
率
が
約
5
％
に
な
る
ま

で
乾
燥
さ
せ
ま
す
。

乾
燥

4
煉
瓦
、タ
イ
ル
、瓦
、同
じ
土
も
の
で
も
、そ
の

製
造
工
場
等
に
よ
り
焼
成
時
間
の
違
い
は
あ

り
ま
す
が
、20
時
間
か
ら
40
時
間
程
度
焼
成

し
ま
す
。

焼
成

5
碧
南
産
の
煉
瓦
で
は
、従
来
な
が
ら
の
地
元

産
出
の
粘
土
に
こ
だ
わ
っ
た
、も
の
づ
く
り
が

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

原
料
採
掘

1
（煉瓦の製造工程） MAKING STEP

▲ 職人技が生きる、瓦の焼成前接着加工

6.やきもの大国NIPPON

A -19 TILE'S ONLY ONE A -18
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江別煉瓦（北海道）
北海道江別市で生産されている煉瓦。原料は

野幌粘土で褐色および赤い色合いが特長で主

に駅舎や倉庫建物などに用いられている。

三州瓦（愛知・三河）
愛知県西三河地方で生産される粘土瓦。瓦に適

した粘土が採れたことや船便による運搬が容易

な場所のため、産業として大きく発展し、日本最

大の生産量を誇っている。

益子焼（栃木）
やや厚手でどっしりとした味わい。

窯元は現在３８０軒ほどある。

常滑焼（愛知）
愛知県知多半島で採取される良質な粘土、低温でも堅く焼き締まり赤色に発色。

日本六古窯最古の窯ともいわれる。朱泥の急須や土管が有名。

六古窯

美濃焼（岐阜）
志野・黄瀬戸・織部など日用品から

芸術作品まで幅広く揃っている。

碧南煉瓦（愛知・三河）
地元三河粘土を原料に用い、煉瓦製造を行う。

煉瓦専門業者が集まっている。

瀬戸焼（愛知）
落ち着きある白磁や気品に満ちた染付けが特

長。古くから大窯業地として栄えたため、陶磁器

の代名詞ともなっている。

六古窯

★印は
ダイナワンと共に「やきもの」の魅力を
追求し、発信する窯元のある産地です。

C-18

A-18

信楽焼（滋賀）
長石の白い粒が吹き出る石はぜや緑色の釉た

れなど、無骨で侘びた風情が特長的。茶碗やた

ぬきの置物などの大きな陶器が多い。

六古窯
淡路瓦（兵庫）
美しい銀色が特長のいぶし瓦が

主体。三大瓦の中で最も低い

1,000℃前後で焼成されてい

る。「なめ土」と呼ばれる粒子の

細かい粘土が適しており、いぶ

し瓦の生産量は全国一である。

備前焼（岡山）
田の底土を数年寝かした後、山土・黒土と混ぜ

合わせることで野趣あふれる茶褐色の土味を

生み出す。日本六古窯の一つで素朴で力強い

風合いが持ち味。

六古窯

石州瓦（島根）
江津市を中心とした出雲地方で産出さ

れる「来待石」を釉薬に使用した、独特

な赤褐色の発色が特長。1,200℃以上

と焼成温度が高いため凍害にも強い。

九谷焼（石川）
五彩（赤・黄・緑・紫・紺青）の鮮やかな色や

大胆な絵柄が海外でも人気。

丹波立杭焼（兵庫）
赤土部釉や灰ダラ釉など登り窯による施釉陶

が魅力で、松薪の灰と釉薬が溶け合い窯変す

る灰被りが特長。飾り気のない素朴さが美しさ

を奏でる日本六古窯の一つ。

六古窯

越前焼（福井）
褐色に焼き締まる自然釉が滑らかな土の味わい

を醸し出し、素朴で温かみある風合いへと導く。

六古窯

萩焼（山口）
低温で長時間焼かれることで生まれる独

特な色合い。窯変の美しさも魅力的。

伊万里・有田焼（佐賀）
日本磁器の発祥の地でもあり、白く薄い

磁肌と華やかな絵付けが特長。

宮崎煉瓦（宮崎）
一般煉瓦の他、新燃岳の火山灰を原料

に添加したエコロジー煉瓦も製造。

壺屋焼（沖縄）
琉球王朝時代から受け継がれる

沖縄伝統のやきもの。

やきもの大国  NIPPON
六古窯をはじめとする
日本のやきもののルーツを巡る
世界最古のやきものといわれる縄文土器は1万年以上前から

日本列島にてつくられていました。

陶磁器技術はその後、4～5世紀頃に大陸から伝わり日本全国へと拡大。

粘土や陶石が採掘される地域ごとに、

それぞれの工夫や装飾を加えたやきものが独自の進化を遂げてきました。

現在、六古窯をはじめ、伝統工芸品に指定されている陶磁器の産地は

全国各地に幅広く分布しています。

日本のやきもの「瓦・煉瓦・タイル」の由来

瓦
奈良飛鳥寺建立の際、百済の瓦博士の指導により日本初の屋根瓦を製

作。これが平瓦・丸瓦・軒先瓦からなる屋根瓦のはじまりです。運搬が難

しい瓦は利用地での製造が主

でしたが、江戸時代以降需要

が増えたため産業として成立

するように。現在は良質な粘

土が採れる三州、石州、淡路な

どの産地が存在しています。

タイル
日本のタイルは、奈良時代の仏教寺院床や腰壁に敷瓦や塼が用いられた

のが起源。明治末期には、施釉白煉瓦や現在のタイルに相当する赤煉

瓦色の張付け化粧煉瓦がつく

られるようになりました。湿式

タイルの主産地は現在、常滑・

瀬戸・信楽などですが、数種類

の産地から原料をブレンドし

成形を行うことが一般的です。

煉瓦
江戸末期伊豆韮山の反射炉に国産原料の耐火煉瓦が使用されたのが

国産煉瓦のはじまりです。明治初期オランダ技術者の指導により焼成

され、長崎製鉄所に使われた赤煉瓦は後に官公庁やトンネルなどにも

使用されましたが、地震の多い日本では次第に鉄筋コンクリート造へと

変化。表装材としての化粧煉

瓦が登場しました。現在でも

愛知・北海道を中心に専門煉

瓦メーカーが存在し、地元の

粘土を活かして生産を続けて

います。
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